
国際委員会(第 23期・第 22回)議事要旨 

 

１．日  時：平成 28 年 7月 25日（月）14:00～16:00 

２．場  所：日本学術会議事務局６－Ｃ会議室（６階） 

３．出席者 ：花木委員長、石川副委員長（スカイプ）、梶委員、春日委員、 

黒田委員（スカイプ）、澁澤委員、須田委員（スカイプ）、 

恒吉委員（スカイプ）、中野委員、中村委員 

（事務局）：駒形局長、竹井次長、鈴木国際業務担当参事官、国際業務担当室員 

 

議 題 

（１）国際委員会議事要旨（案）(第 18回)について 

委員長より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 

（２）加入国際学術団体の見直しに関する国際対応戦略立案分科会の審議結果について 

中村委員（国際対応戦略立案分科会委員長）より資料の説明後、審議が行

われ、了承された。 

 

（３）International Data Week (IDW)の共催及び外国人の招へいについて 

事務局より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

なお、今後も招へい者については、関係する委員会に照会した上で国  

際委員会で審議することが適当との合意がなされた。 

 

（４）大気化学と地球汚染に関する国際委員会（iCACGP）科学運営委員会、

地球大気科学国際協同研究計画（IGAC）科学運営委員会 2016、同科学

委員会 2016の共催及び外国人の招へいについて 

  事務局より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 

（５）国際業務に参画するための特任連携会員の推薦について 

  事務局より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 

（６）ネパールの学術機関等との会合に係る会員の派遣 

  事務局より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 

（７）国際会議の後援申請について 

  事務局より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 

（８）第二回日本－イスラエル・ワークショップ「サンゴ礁に関する生物多様性」（仮題）の開催について 

  委員長より資料の説明後、審議が行われ、了承された。 

 



（９）会長の署名等が必要となる国際案件に関する内部手続きの整理について 

     事務局より資料の説明後、審議が行われた。今後は整理に基づき手続き

を行うとの合意がなされた。 

 

（１０）最近の日本学術会議による国際学術活動について 

   委員長より資料の説明後、意見交換が行われた。 

 

 

以上 


